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「拡大」の基準…１便あたり利用者数

10.0人以上 かつ 
収支率 80％ 以上 

「縮小」の基準…１便あたり利用者数
2.0人未満 かつ 
収支率 20％未満 

 

民間路線バス 

１ 運行見直し基準 
事業者 路線名 

市内区間における 
1 便あたりの利用者数（人/便） 

R 元年度 検証期間中 

北振バス 

井原～山野下市・
山野田原線 1.8 1.6 

井原～美星支所・ 
黒萩・宇戸谷線 1.8 1.9 

 

２ 検証期間中の実績と検証結果 

 

 

 
 
「拡大」の基準… １便あたり利用者数 

10.0 人以上 
「縮小」の基準… １便あたり利用者数 

３.0 人未満 
※芳井・美星地区での運行はスクールバスの 

間合い運用であり、ダイヤに制約があるため、 
弾力的に対応する。 

 
  
 

井原あいあいバス 

１ 運行見直し基準 
地区名 路線名 

1 便あたりの利用者数（人/便） 

R 元年度 検証期間中 

芳井 
天神峡線 1.9 1.6 

ごんぼう村線 2.3 1.7 

美星 

黒木・星田線 0.1 0.1 

黒萩・八日市線 0.3 0.1 

鬼ヶ嶽線 0.4 0.4 

 

２ 検証期間中の実績と検証結果 

 

 

 
 
「拡大」の基準… １便あたり利用者数 

4.1 人以上 かつ  
年間運行回数 
200 回以上 

「縮小」の基準… １便あたり利用者数 
1.1 人未満 かつ  
年間運行回数 
100 回未満 

 

予約型乗合タクシー 

１ 運行見直し基準 
地区
名 運行区域名 

年間運行回数 
（回/年） 

1 便あたりの 
利用者数（人/便） 

R 元年度 検証期間中 
（年換算） R 元年度 検証期間中 

井原 
荏原・西江原 運行なし 2 利用なし 2.0 

花野 4 3 1.0 1.0 

芳井 

天神山・上野・
西吉井 29 27 1.0 1.0 

峠村・野畑 運行なし 運行なし 利用なし 利用なし 

共和下・川相 運行なし 20 利用なし 1.9 

美星 六部落・水名 13 12 1.0 1.0 

 

２ 検証期間中の実績と検証結果 
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※収支率は、前年 10 月～当年９月の 12 カ月間で集計さ

れるため、検証期間中の実績は不明 
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縮
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（
検
証
期
間:

令
和
２
年
２
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～
９
月
の
８
ヵ
月
間
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 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、検証結果を用いた「縮小」等の判断は行わな
いこととします。 

 これまでの運行見直し基準に基づく検証状況やその課題への対応策については、次期計画にて方
向性を示します。 
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●は、目標を達成するために行う具体的な事業 

「井原市地域公共交通計画」の基本方針と目標について 
 ■ 基本理念 ■ 

 誰もが自立し、住み慣れた地域で暮らすための公共交通を構築し、 
未来に残す 

誰もが利用しやすい公共交通の環境づくり 基本方針２ 

安心して利用できる環境づくり   
●安全性の向上  ●拠点や交通結節点の改善 
●公共交通に対する信頼性の確保  ●医療機関と連携した利便性の向上 

目 標 2 

 

目 標 １ きめ細やかな情報提供 
●定期的な情報提供  ●提供する情報の質の向上  ●情報発信手段の多様化 

連携や協働による公共交通の確保・維持 基本方針３ 

公共交通の利用促進  
●公共交通利用の呼びかけ・公共交通に対する意識啓発 
●住民の健康づくりと連携した利用促進 
●公共交通を守り・育てる意識の醸成 

目 標 １ 

地域やまちづくりとの連携 
●地域やまちづくりと連携した外出促進 

目 標 2 

 

公共交通の持続的な改善のための仕組みづくり 
●公共交通に関する説明会や意見交換会の開催 
●事業の実施状況や目標の達成状況の検証 

目 標 3 

 

計画期間 
令和 3 年度～令和７年度 

目 標 2 

 

目 標 １ 

地域特性に対応した公共交通体系の構築 基本方針１ 

予約型乗合タクシーの運行区域拡大と利便性の向上  
●運行区域の拡大とサービス改善 
●予約方法の改善 
●利用しやすい移動手段にしていくための仕組みづくり 

持続可能な公共交通ネットワークの形成 
●バス路線の効率化 
●移動実態やニーズを踏まえた利便性の向上 
●福祉や教育の分野と連携した移動手段の確保 
●運行見直し基準に基づくサービスの改善・適正化 
●新たなバス運賃体系の検討 

井原市 
マスコット 
キャラクター  
でんちゅうくん 

現在、井原市では新たな公共交通のマスタープランである「井原市地域公共交通計画（仮称）」の策定を目指し、
検討を進めています。本号では計画の基本方針や目標、今後実施していく事業（案）をご紹介します。 

なお、今後はパブリックコメントや公共交通会議でのご意見を反映し、本年度中に計画の策定を予定しています。 


